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平成22年6月16日、「6月定例議会」において、

公明党福岡市議団を代表し、①廃屋（老朽危険家

屋）対策、②雇用創出の取組みの充実強化、③高

齢者の生活安心対策の3点について、一般質問を

行いました。 

   

≪廃屋対策≫ 

廃屋は、破片の落下、倒壊の危険性、ゴミの不

法投棄、犯罪事件発生や火災の危険性など、生活

環境へ悪影響を与え、地域住民の安全な生活を

阻害しています。 

この廃屋は、16～21年度までの6年間で109件

あり、うち 59 件が未解決のままです。 

その問題解決の課題を問い質した結果、建築基

準法第 10 条（保安上危険な建築物等に対する措

置）に基づく措置命令の適用なども視野に入れな

がら、今まで以上に強く指導を行うことになりまし

た。 

≪雇用創出の取組みの充実強化≫ 

 中高年、若年未就職者、障がい者等の雇用創出

を本市の事業に関連づけて行うことをこれまで議

会提案し、各種施策が推進されています。 

① 「中高年就業支援窓口」の区役所での開設 

② 「中高年人材活用事業」の開始 

③ 「福岡市就活支援プラザ」の開設 

④ 障がい者施設やシルバー人材センターへの 

本市随意契約の物品・役務の発注増加 

⑤ 入札や指定管理者選定における社会貢献評

価の導入 

⑥ 「ときめきブック」等の障がい者利用施設の商

品販売促進策 

 

≪高齢者の生活安心対策≫ 

平成21年 10月 1日現在、65歳以上の総人口

に占める割合＝23％以上、特に、一人暮らし高齢

男性の孤立化、「困った時に頼れる人がいない」

＝24.4％、「普段、近所付き合いがほとんどない」

＝21.6％、また、「近くに食料品や日用品を買える

店がなく、日常的に不便を感じている高齢者であ

る『買い物弱者』＝600 万人、西鉄バスから今春

に37路線減便、8路線の廃止申し出があり、高齢

者を取り巻く状況は深刻の度を深めています。 

そこで、高齢者の生活安心対策を下記の通り

具体的に提案し、検討されることになりました。 

① コミュニティバス等の導入のスケジュールの明

確化と丘陵地への導入にも取り組むこと。 

② 高齢者乗車券について、利用者ニーズのアン

ケート調査を実施すること。 

③ 高齢者乗車券のＩＣカード化の際、次年度以降

も未使用分の繰越を可能とすること。 

④ 高齢者乗車券にタクシー利用助成を加えるこ

と。その際、障がい者のタクシー利用も整合性

を図ること。 

⑤ 「医療情報キット」の事業化を行うこと。 

⇒冷蔵庫に緊急連絡先やかかりつけ医や投薬内

容等の医療情報をカプセル保管し、災害・救急時

に役立てるもの。 

⑥ 独居高齢者等への火災警報器給付の迅速化

を図ること。 

⑦ 「福岡市安心確保のための生活支援事業」の

全市展開を図ること。 

⇒「夜間対応型訪問介護」の開始に伴い、「緊急

通報システム事業」と「電話相談事業」を統合し、

24 時間体制で通報対応を行うもの。 

       


